
定時制学校評価 

 

令和４年度（2022 年度）学校評価     ４２ 長野県野沢南高等学校定時制 

○野沢南高等学校（定時制課程） 学校目標 

学 校 教 育 目 標 

１ 民主社会における正しい判断力と道義心を養う。 

２ 教養を高め心身を鍛えて個性を伸ばす。 

３ 適切な職業観を培う。 

学 校 重 点 目 標（中・長期目標） 

１ 生活習慣を確立し、自主的・自律的に行動できる生徒を育む。 

２ 学習・クラブ・生徒会活動を通じ、自己の発見や開発のできる生徒を育む。 

３ 個々に適したキャリア教育を推進し、意欲的に学習に取り組む生徒を育む。 

４ 命と人権を尊び、豊かな人間性を育む。 

５ 地域から信頼される開かれた学校づくりに努める。 

今 年 度 の 重 点 目 標 

１  基礎・基本の定着と学習意欲の向上を目指して、授業の研究・改善とＩＣＴの活用推進を図る。 

２ ユニバーサルデザインの視点を取り入れ、学習環境の整備を図る。 

３ 個に応じたキャリア教育により、生徒の進路実現と社会的自立に向けた支援を充実させる。 

４ 保護者・中学校・地域との連携と情報発信を進める。 

５ 生徒・職員の人権意識を高め、いじめ・体罰のない安全で安心な学校づくりを進める。 

○重点目標・評価の観点・自己評価（Ａ 達成できた  Ｂ 概ね達成できた  Ｃ 達成できなかった） 

                            外部(学校評議員)評価（Ａ とてもそう思う  Ｂ そう思う  Ｃ 改善が望まれる） 

領
域 

対
象 

重点目標 評価項目 評価の観点 
自己 

評価 

成果と課題 

・改善策 

（主な記述） 

外部 

評価 

（％） 

学
校
運
営 

教
務 

効率的な学

校運営、落

ち着いた環

境づくり 

諸行事の運営・ 

職員会議の運

営 

効率的・効果的な運営と工夫がなされ

たか。周知徹底、効率的な運営ができ

たか。 

Ｂ 

〇落ち着いた環

境づくりに努め、

例年に倣った運

営を下が、効率的

でない部分もあっ

た点は今後の課

題である。 

A:43  
B:57 
C:0 

諸行事の企

画・運営・PR 

諸行事・入試選

抜業務の企画・

運営 

適切な企画・運営をすることができた

か。定時制ＨＰ等により、学校の最新

情報を提供できたか。 Ａ 

〇諸行事を計画

どおりに行うことが

でき、定期的にＨ

Ｐの更新ができ

た。 

A:85 
B:15 
C:0 

地域により信

頼される定

時制教育の

研究 

定時制教育の

あり方について

の研究 

定時制教育の課題（授業改善、生徒支

援、キャリア教育、人権教育等）につい

て、職員間で共有することができた

か。 Ｂ 

〇信頼される定時

制教育であうよう

努めた。職員間で

の共有について

は十分にできな

かった部分もあっ

た。 

A:57 
B:43 
C:0 
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教
育
活
動 

学
習
指
導 

 

 

 

基礎基本の

定着と学習

意欲の向上 

学習計画の明

示と基礎・基本

の定着に向け

た工夫 

シラバスを作成し、学習計画・学習内

容等を明示したか。生徒の理解度や

進度に応じて柔軟に対応し、基礎基本

の定着を図る工夫ができたか。 

B 
 

〇昨年導入した

個別学習アプリ

「すらら」を活用し

ての、個別の学び

直しが定着した。 

A:43 
B:57 
C:0 

個別指導の充

実 

生徒の学力や資格取得希望に応じた

個別指導の工夫ができたか。 
 A 

〇英語検定を積

極的に受験しよう

とする生徒が増え

た。 

A:100 
B:0 
C:0 

学習意欲の向

上 

 

学ぶ楽しさや意義を見いだせるよう

な、分かりやすい教材づくりができた

か。生徒の主体的学びにつながる授

業改善に取り組むことができたか。  B 

〇総合的な探求

の時間等では、

ICT 機器を活用し

ての取組により、

生徒の主体的な

活動をサポートし

た。 

A:57 
B:43 
C:0 

生
活
指
導 

 

 

学習環境の 

整備 

授業を大切に

する指導の徹

底 

授業のチャイムスタート、遅刻・早退・

欠課の減少、私語や携帯等の継続的

指導がなされたか。 B 

〇概ねできてい

る。今後も、職員

間で情報共有し

ながら継続指導を

していきたい。 

A:57 
B:43 
C:0 

校内の整理・整

頓 

生徒が校舎内外の清掃、教室・食堂・

体育館等の後片づけを積極的にする

よう指導ができたか。 B 

〇時間的問題も

あって不定期であ

ったが、しっかり

できた。定期的な

指導を考えたい。 

A:43 
B:57 
C:0 

出欠席の掌握 毎時間の出欠席を掲示板へ記入し、

確認することができたか。 
Ａ 

〇しっかりと情報

共有ができた。今

後も継続していき

たい。 

A:85 
B:15 
C:0 

保
健 

 

 

 

 

 

生徒の自立

に向けての

支援態勢充

実 

 

相談体制の充

実 

生徒の悩みや要望を受けとめられるよ

うに、日頃から生徒との関係づくりに留

意し、生徒理解を深めることができた

か。 
Ａ 

〇登校時には、

生徒とコミュニケ

ーションを図り、

個々の話を聞くな

ど積極的にかか

わった。 

A:100 
B:0 
C:0 

不登校生徒へ

の支援 

欠席の多い生徒に対し、電話連絡や

家庭訪問等で連絡を密にし、必要に

応じて外部との連携がとれたか。 B 

〇ＳＣ、ＳＳＷとの

連携を密にし、

個々に応じた対

応を取ることがで

きた。 

A:57 
B:43 
C:0 

学校行事への 

参加 

学校行事に対して、「自分たちでつく

り」「自分の行動に責任を持つ」意識を

喚起し、学校行事への参加がはかれ

たか。 

B 

〇行事へのかか

わりについては、

消極的な生徒が

多い状況である 

A:29 
B:71 
C:0 

生
徒
会 

生徒会活動の 

活性化 

生徒の創意工夫を最大限尊重し、生

徒が主体となって取り組む場面を増や

すことで、自主的・主体的に行動でき

る生徒会を育成できたか。 

B 

〇３年ぶりに「て

～じ喫茶」を開催

できた。 

〇全日制生徒会

A:15 
B:85 
C:0 
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との連携を強化す

る。 

クラブ活動の 

活性化 

生徒の意向を取り入れた運営等、クラ

ブ活動に積極的に参加できるような支

援ができたか。また、文化部の活性化

に向け努力がされたか。 B 

〇バドミントン部

が活発に活動し

活躍した。 

〇美術部は日常

的に活動し、文化

祭で作品を発表し

た。 

A:43 
B:57 
C:0 

進
路
指
導
䩺䨰
䩦
䩭
䨥
教
育 

 

 

 

 

個々に応じ

た進路指導 

進路目標の明

確化 

個々の生徒の状況に応じた進路指導

の取り組みができたか。 

Ｂ 

〇個々の状況と

希望に応じた取り

組みに努めたが、

進路未定者が生

じてしまった。 

A:43 
B:57 
C:0 

進路相談の充

実 

ハローワークとの連携、全職員の協力

による進路相談体制の充実が図られ

たか。 
Ｂ 

〇係・担任以外の

職員の協力も得ら

れたが、全職員に

よる進路相談体制

をさらに強化する

必要があった。 

A:29 
B:71 
C:0 

情報提供等に

よる就業支援 

ハローワークとの連携を密にし、職場

情報を提示する等、就業希望のある生

徒を支援する対策をとることができた

か。 Ｂ 

〇ハローワークの

Web 情報なども

活用して求人情

報を提供できた

が、ハローワーク

との連携には課

題もあった。 

A:29 
B:71 
C:0 

社会性の育成 校内生活での礼儀・作法等や、社会人

としての常識・マナー等の指導ができ

たか。 
Ｂ 

〇進路指導を社

会性の育成の重

要な機会と捉えて

指導に努めたが、

十分に改善でき

なかった。 

A:29 
B:71 
C:0 

キャリア教育

の視点に立

った教育活

動 

キャリア教育の 

充実 

生徒の社会的・職業的自立に向け、キ

ャリア教育の視点に立って教育活動に

取り組むことができたか。 
Ａ 

〇外部講師の活

用で充実したキャ

リア教育が実施で

きた。 

A:71 
B:29 
C:0 

 人

権

教

育 

人権意識の

向上と安全

安心な学校

づくり 

人権意識啓発

のための活動

推進 

人権教育講演会をはじめとする啓発

活動によって人権意識を向上させるこ

とができたか。日常においても機会を

とらえて啓発することができたか。 

 Ａ 

〇外部講師の活

用で充実した人

権教育が実施で

きた。 

A:85 
B:15 
C:0 

安心感を抱け

る居場所づくり 

いじめ予防のために日頃から注意深く

生徒を観察することができたか。万一

いじめが発生した場合でも、関係各所

と連携して早期解決が図れるよう努力

したか。 

 Ａ 

〇全職員で生徒

を見守り、安心で

きる場所と時間を

つくれた。 

A:100 
B:0 
C:0 
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外
部
連
携 

全
般 

 

 

 

 

 

地域に信頼

される開か

れた定時制

教育の研究 

保護者との連

携 

生徒の出欠席状況、その他生徒に関

する学校生活の情報を保護者に連絡

する体制がとられていたか。また、日

頃から緊急時への対応ができる連絡

体制が整備されているか。 
Ａ 

〇新型コロナ対策

であるオクレンジ

ャーでの健康観

察の徹底や、欠

席した生徒等の

情報をほぼ者と共

有する体制が 

確立している。 

A:85 
B:15 
C:0 

「学校HP」「学年通信」等で学校の様

子を保護者や地域に発信し、行事へ

の参加を呼びかけることができたか。 B 

〇行事ごとに HP

を更新し、学校の

様子を外部に発

信することができ

た。 

A:29 
B:71 
C:0 

中学校やフリ

ースクールとの

連携 

学校説明会や見学会、授業公開を実

施し、生徒について情報交換や密接

な連携が図られたか。 
B 

〇学校説明会を 2

回開催したほか、

希望があれば

個々の対応をす

るなど、情報を発

信した。 

A:43 
B:57 
C:0 

近隣中学校、フリースクール等、不登

校支援団体との交流や連携を緊密に

することができたか。 
B 

〇生徒個々の状

況に応じて連絡を

取る場面もあった

が、機会を増やし

ていく必要があ

る。 

A:29 
B:71 
C:0 

就労先との連

携 

定職者やアルバイトの企業と必要に応

じて連絡を取ったか。 

B 

〇行事等で、勤

務時間の配慮を

いただく際など、

必要に応じて連

絡をした。 

A:15 
B:85 
C:0 

 

 

（自由記述） 

・学校に伺う時、生徒に会うと非常によく挨拶ができていて、気持ちよく感じます。今後もぜひ継続してもらい

たい。 

・社会に出ても好感の持てる人間として成長してほしい（学力だけではなく） 

・学校重点目標の「生活習慣の確立、自主的・自律的に行動できる生徒の育成」に努めて頂いている点、とても

大事でありありがたく思います。具体的な場で評価したり、生徒に意識させたりして頂ければありがたいです。 

・自己の発見、開発はとても大切だと思います。本人は案外無意識だと思いますので、意識化を図って頂くこと

も大切に思います。 

 


